
　
十
一
月
四
日
、
朝
か
ら
快
晴
の

中
、
第
八
回
戸
田
さ
ん
さ
ん
ま
つ

り
が
戸
田
御
浜
岬
公
園
で
開
か
れ

ま
し
た
。
今
回
は
第
三
十
六
回
東

京
大
学
伊
豆
戸
田
マ
ラ
ソ
ン
と
同

時
開
催
と
い
う
こ
と
で
、
東
京
大

学
関
係
者
、
沼
津
市
民
、
地
元
の

方
々
、
近
隣
市
町
村
か
ら
の
行
楽

客
な
ど
で
、
か
つ
て
な
い
賑
わ
い

を
み
せ
ま
し
た
。
御
浜
岬
公
園
に

は
、
近
隣
地
域
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
の

店
や
地
元
Ｂ
級
グ
ル
メ
の
「
へ
だ

ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
」
の
店
な
ど
三
十
 

団
体
の
店
が
出
店
し
、
い
つ
ま
で

も
長
い
行
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
戸
田
の
希
少
な
地
場
産
品

で
あ
る
橘

の
普
及
を

目
指
す
橘

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
メ
ン

バ
ー
に
よ

る
橘
ジ
ャ

ム
の
試
食

及
び
果
実

の
無
料
配

布
も
行
わ

れ
、
多
く

の
人
達
が

関
心
を
示
し
て
い
ま
し
た
。
 

　
ま
た
恒
例
の
法
人
会
税
金
ク
イ

ズ
や
伊
豆
カ
イ
ザ
ー
シ
ョ
ー
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
多
く
の
親

子
連
れ
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
 

　
東
京
大
学
伊
豆
マ
ラ
ソ
ン
の
表
 

彰
式
に
は
沼
津
市
長
も
出
席
し
、

ま
た
閉
会
式
後
の
餅
投
げ
ま
で
多

く
の
人
達
が
参
加
し
、
最
後
ま
で

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
今
回
は
東
京
大
学
伊
豆
マ
ラ
ソ

ン
と
同
時
開
催
と
い
う
こ
と
で
、

沼
津
市
役
所
、
地
元
企
業
や
団
体

の
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
達

の
協
力
の
も
と
で
最
後
ま
で
事
故

も
な
く
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の

イ
ベ
ン
ト
を
契
機
に
行
政
、
地
元

企
業
、
東
京
大
学
と
よ
り
深
い
連

携
を
築
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
し
た
。
 

 

12月の行事予定 

沼津法人会原支部 
めざします企業の繁栄 
と社会への貢献 

社団 
法人 

12月21日 第4回理事会 
12月28日 事務局仕事納め 

原支所 
12月 5日 東駿河湾環状道路勉強会 
12月16日 帯笑園記念講演会 

戸田支所 
12月 5日 青年部年末懇親会 
 
 

11月4日　第　第3636回 東京大学伊豆戸田東京大学伊豆戸田マラソン大会大会 11月4日　第36回 東京大学伊豆戸田マラソン大会 

静
岡
県
東
部
農
林
事
務
所 

　
　
　
所
長 

石
戸
安
伸 

　
十
月
十
三
日
、
十
四
日
、
富
士

ス
ピ
ー
ド
ウ
ェ
イ
に
お
い
て
Ｆ
Ｕ

Ｉ
Ａ
世
界
耐
久
選
手
権
第
七
戦
「
 

富
士
六
時
間
耐
久
レ
ー
ス
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
国
内
外
か
ら
メ

デ
ィ
ア
五
〇
〇
名
（
う
ち
海
外
約

二
五
〇
名
）
が
来
静
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
こ
の
場
を
借
り
「
ふ
じ

の
く
に
」
静
岡
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま

し
た
。
Ｐ
Ｒ
の
テ
ー
マ
は
「
富
士

山
と
お
茶
」
で
し
た
。
と
い
う
の

も
、
明
治
時
代
に
使
わ
れ
た
「
山

は
富
士
、
お
茶
は
静
岡
、
日
本
一
 

」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
、

今
年
か
ら
本
県
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略

に
も
使
お
う
と
い
う
こ
と
な
の
で

す
。
こ
れ
は
当
初
計
画
に
な
く
、

急
な
話
で
最
初
は
戸
惑
い
ま
し
た

が
、
沼
津
市
商
工
会
の
強
力
な
協

力
を
得
て
成
功
裏
に
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
 

　
レ
ー
ス
前
夜
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
 

パ
ー
テ
ィ
で
は
、
商
工
会
の
 

 （
沼
津
愛
鷹
茶
の
海
外
向
け
新
ブ

ラ
ン
ド
名
）
を
披
露
し
、
県
知
事

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
、
外
国
の

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
方
々
に
テ
ィ
ー

バ
ッ
グ
を
お
配
り
し
た
と
こ
ろ
、

大
好
評
で
し
た
。
 

ま
た
レ
ー
ス
開
催
中
に
は
メ
デ
ィ

ア
ラ
ウ
ン
ジ
で
呈
茶
サ
ー
ビ
ス
も

行
い
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
も
大
変

好
評
で
し
た
。
英
文
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
す
る
な
ど
、
商
工
会
は

世
界
に
発
信
で
き
る
体
制
が
整
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ
の
よ

う
な
海
外
の
方
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
は
大

変
心
強
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

世
界
の
メ
デ
ィ
ア
に
地
元
の
お
茶

を
発
信
で
き
た
こ
と
の
意
義
は
大

き
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
日
本
の
お
茶
は
世
界
に
も
通
用

す
る
誇
れ
る
商
品
だ
と
思
い
ま
す

が
、
本
県
の
輸
出
戦
略
は
ま
だ
ま

だ
発
展
途
上
で
す
。
い
ち
早
く
取

り
組
ま
れ
た
沼
津
市
商
工
会
の
ご

努
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
も
一
層
の
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
 

地
元
沼
津
茶
を
世
界
に
発
信 
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戸
田
さ
ん
さ
ん
ま
つ
り
レ
ポ
ー
ト 

新春講演会と 
　　　  会員交流会のご案内 
　厳しい経済環境が続く中、会員同士の絆を深め、
講演や交流が新たな活動・事業展開につながるよう、
恒例の新春講演会と会員交流会を開催します。 

日 時：平成25年1月18日（金） 
【新春講演会】16：00～17：20 
　会 場：原地区センター2階 
　演 題：大丈夫か、原と戸田の地震・津波対策 
　　　　   ～その時、あなたは 
　　　　　　　　       事業を継続できますか～ 
　講 師：富士常葉大学准教授　阿部郁男氏 
【会員交流会】17：30～19：00 
　会 場：沼津市商工会本所2階 
　会 費：2,000円（講演会のみは会費不要） 

新
会
員
ご
紹
介
 

事
業
所
名 

（
支
所
・
支
部
名
） 

　
代
表
者
名
　
業
種 

す
ぎ
や
ま 

（
原
・
浮
島
） 

　
杉
山
康
二
　
飲
食
業 

Ｎ
ｅ
ｉ
ｌ
ｏ 

（
原
・
東
部
）　 

　
幸
重
大
知
　
美
容
院 

麺
屋  

ほ
っ
田 

（
原
・
原
北
）　 

　
堀
田
成
郎
　
飲
食
業 

ほ
っ
と
り
ら
っ
く
す
整
体 

（
原･

原
北
）

　
吉
澤
公
亮
　
整
体 

Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｏ（
原
・
愛
鷹
） 

　
庄
司
辰
雅
　
自
動
車
整
備
販
売 

Ａ
Ｚ
経
法
会
　
橋
茂 

    

行
政
書
士
事
務
所（
原
・
愛
鷹
） 

　
　
橋
茂
　
行
政
書
士 

デ
ジ
テ
ッ
ク（
原
・
原
北
） 

　
島
田
襄
八
　 

             

電
子
機
器
設
計
製
造 

工
藤
鉄
工
所
（
原
・
東
部
）
　 

　
工
藤
晴
稔
　 

             

建
築
金
物
加
工
取
付 

茶
夢
里
栄
工
房
　
鈴
木
園 

                            

（
原
・
愛
鷹
）

　
鈴
木
敏
久
　
茶
生
産
・
販
売 

小
林
内
装（
原
・
原
北
） 

　
小
林
伸
吾
　
内
装
業
　 

益 

大賑わいの出店 大賑わいの出店 

子どもに人気子どもに人気 伊豆カイザーショー伊豆カイザーショー 子どもに人気 伊豆カイザーショー 

受賞おめでとうございます 
本会の会員さんが下記の賞を受賞されました。 

掛橋 弘 氏（原町印刷（株）） 
　平成24年度「納税表彰 国税庁長官賞」 

後藤 暢弘 氏（テーラー後藤）　 
　平成24年度「現代の名工」　 

ＮＰＯ戸田塩の会 
　第10回「オーライ！ニッポン大賞」　 

山口 純一 氏（富士城） 
　平成24年度「静岡県知事表彰（災害防除功労）」 

 



戸
田
支
所
だ
よ
り
 

※『井田ライブカメラ』で検索すると、 
　 井田の絶景を見ることができます。 

名
所
・
史
跡
案
内
 

　
〜
井
田
特
集
〜
 

　『
富
士
と
古
墳
と
駿
河
湾
』 

戸
田
 

  

高足ガニとエビカニづくしの磯料理 

                     TEL 0558-94-3333 
フリーダイヤルTEL 0120-04-1260 
ホームページ　http://tokiwaya.info

創業明治参年 味わいの宿 

（3）　第 57 号 第 57 号（2） 平成24年11月号  平成24年11月号 

企業の繁栄と社会貢献 

支部長　中島寿之 
沼津法人会　戸田支部 

食中毒予防の決め手はあなたの手 

支部長　真野雄二 
沼津食品衛生協会 戸田支部 

事務局　沼津市商工会　戸田支所 
　　　　0558-94-2224

〒410-3402　 
沼津市戸田美浜海岸3878-20 
TEL 0558-94-3048（代） 
URL http://www.isaba.co.jp 
 

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｂ
Ｓ
の
特
別
番
組
「
 

二
十
一
世
紀
に
残
し
た
い
日
本
の

自
然
一
〇
〇
景
」
で
、
井
田
の
景

色
は
全
国
三
十
九
万
枚
の
応
募
写

真
の
中
か
ら
選
ば
れ
、
番
組
の
ラ

ス
ト
シ
ー
ン
を
飾
り
ま
し
た
。
 

　
こ
の
日
本
一
の
絶
景
（
※
）
を

何
と
し
て
も
守
り
抜
き
た
い
と
の

想
い
か
ら
、
住
民
（
高
齢
化
が
進

み
人
口
わ
ず
か
八
十
名
）
が
一
丸

と
な
り
、
昨
年
六
月
に
景
観
整
備

と
、
村
の
活
性
化
を
目
ざ
し
「
村

お
こ
し
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
ま

し
た
。
 

む
ら
お
こ
し
計
画
 

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
折
り
紙
つ
き
自
然
景

観
は
、
単
に
沼
津
の
宝
に
止
ま
ら

ず
、
静
岡
の
宝
で
あ
り
、
日
本
の

宝
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
、
周

辺
一
帯
の
環
境
整
備
の
必
要
を
感

じ
、
県
行
政
の
支
援
を
受
け
、
展

望
台
「
煌
き
の
丘
」
と
「
古
墳
」

を
中
心
と
し
た
区
域
に
、
四
季
に

咲
く
花
木
を
植
え
る
な
ど
の
整
備

計
画
を
策
定
し
、
本
年
六
月
改
修

工
事
を
開
始
し
ま
し
た
。
 

秀
峰
富
士
 

　
駿
河
湾
越
し
の
富
士
の
全
貌
を

さ
え
ぎ
る
も
の
は
一
切
無
く
、
背

後
に
南
ア
ル
プ
ス
連
峰
を
従
え
た

雄
大
な
景
観
は
、
太
古
か
ら
変
わ

る
こ
と
の
な
い
超
大
型
の
大
自
然

パ
ノ
ラ
マ
で
す
！
 

松
江
古
墳
群
 

　
一
四
〇
〇
年
前
の
古
墳
時
代
の

人
達
の
ロ
マ
ン
『
駿
河
湾
越
し
に

霊
峰
富
士
を
眺
め
て
眠
り
た
い
！
 

』
と
い
う
夢
の
史
跡
で
す
。
 

　
海
抜
七
十
ｍ
の
高
台
に
、
西
伊

豆
最
大
規
模
を
誇
る
、
二
十
三
基
 

　
十
月
二
十
八
日
、
原
地
区
セ
ン

タ
ー
に
て
第
四
回
ふ
る
さ
と
産
業

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
産

業
祭
は
、
原
・
浮
島
地
区
及
び
戸

田
地
区
の
商
工
業
や
農
産
物
を
広

く
知
っ
て
頂
く
た
め
に
毎
年
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
物
産
品
の
展
示
即

売
を
は
じ
め
、
チ
ビ
っ
こ
も
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
な
ど
、

沼
津
西
部
地
区
を
代
表
す
る
お
祭

り
の
一
つ
に
育
っ
て
き
て
い
ま
す
。
 

　
企
業
紹
介
の
展
示
や
模
擬
店
が

並
び
、
特
に
今
年
は
地
元
の
子
ど

も
が
楽
し
め
る
よ
う
趣
向
を
凝
ら

し
ま
し
た
。
　
 

　
商
工
会
青
年
部
ブ
ー
ス
で
は
射

的
。
建
設
部
会
ブ
ー
ス
で
は
角
材

の
ノ
コ
ギ
リ
早
切
り
競
争
や
重
機

に
触
れ
る
コ
ー
ナ
ー
に
人
気
が
集

ま
り
ま
し
た
。
初
の
試
み
で
あ
っ

た
県
の
地
震
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

起
震
車
の
前
に
長
蛇
の
列
が
で
き

ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
特
産
品
と
し
て
人
気
の

高
い
「
へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
」
や
、

生
茶
葉
を
使
用
し
た
「
茶
む
す
び
 

」
も
地
元
グ
ル
メ
と
し
て
定
着
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

　
ま
だ
回
の
浅
い
お
祭
り
で
す
が
、

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
原
・
浮
島
地

区
と
戸
田
地
区
の
活
力
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
地
域
の
皆
様
と
共
に
ふ
る

さ
と
を
盛
り
上
げ
て
行
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。
 

富士と古墳と駿河湾 富士と古墳と駿河湾 

タカベの群れ タカベの群れ 

晩秋のミカン狩り 晩秋のミカン狩り 

来場者で賑う産業祭 来場者で賑う産業祭 

起震車による地震体験コーナー 起震車による地震体験コーナー 

森町商工会にて 研修会 森町商工会にて 研修会 

アクティー森をバックに記念撮影 アクティー森をバックに記念撮影 

 

　
二
年
後
に
新
東
名
遠
州
森
町
Ｐ

Ａ
に
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
を
設
置
す
る
周
智
郡
森
町
へ
視

察
研
修
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
森

町
役
場
の
建
設
課
、
産
業

課
、
商
工
会
の
三
者
か
ら

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
設
置
へ
の
詳
細
な
説

明
を
伺
い
ま
し
た
。
町
の

盛
衰
を
か
け
、
強
力
な
行

政
主
導
に
よ
り
町
内
に
Ｐ

Ａ
と
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
が
で

き
る
こ
と
に
な
っ
た
と
伺

い
ま
し
た
。
 

　
新
東
名
開
通
後
、
町
内

の
観
光
客
は
三
割
増
し
と

な
り
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
へ
の
期
待
が
か
な
り
高
ま
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
 

　
現
在
の
取
り
組
み
の
中
で
好
評

な
の
が
、
イ
ラ
ス
ト
の
地
図
や
観

光
地
を
周
っ
て
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
で
す
。
地
図
に
は
電
話
番
号
も

あ
り
ナ
ビ
に
も
対
応
し
て
い
ま
し

た
。
 

　
私
の
感
想
と
し
て
、
森
町
は
原

よ
り
か
な
り
田
舎
で
人
が
少
な
く
、

メ
イ
ン
通
り
で
も
昼
時
に
二
〜
三

人
居
る
く
ら
い
の
町
な
の
に
よ
く

予
算
を
取
れ
た
な
〜
っ
て
感
じ
で

す
。
帰
り
の
バ
ス
で
は
大
村
会
長

の
貴
重
な
体
験
話
で
盛
り
上
が
り
、

無
事
に
商
工
会
に
着
き
ま
し
た
。
 

 

 ふ
る
さ
と
 

産
業
祭
レ
ポ
ー
ト
 

観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会
 

視
察
研
修
会
 

ス
ン
ゴ
ウ
 

の
古
墳
群
は
、
横
穴
式
石
室
円
墳

で
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
保
存
さ
れ
て

い
ま
す
。
（
随
時
見
学
可
）
 

井
田
の
海
 

　
井
田
海
岸
の
透
明
度
は
全
国
有

数
で
、
日
本
素
潜
り
選
手
権
も
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
お
魚
と
一
緒
に

泳
げ
る
小
さ
な
浜
は
、
知
ら
れ
ざ

る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ビ
ー
チ
で
す
。

海
水
浴
、
磯
遊
び
、
そ
れ
に
…
 

ダ
イ
ビ
ン
グ
 

　
井
田
の
海
は
、
生
物
が
豊
富
で

浅
場
か
ら
様
々
な
魚
の
群
れ
を
見

る
こ
と
が
で
き
、
秋
〜
冬
に
か
け

て
は
黒
潮
に
乗
っ
て
南
の
海
か
ら

流
れ
着
い
た
、
季
節
回
遊
魚
と
い

う
カ
ラ
フ
ル
な
魚
達
も
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
 

　
ま
た
、
年
間
を
通
じ
透
明
度
は
 

安
定
し
て
お
り
、
そ
の
青
さ
は
井

田
ブ
ル
ー
と
も
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
井
田
の
水
中
世
界
も
覗
い
て

み
て
下
さ
い
。
 

《
ア
ク
セ
ス
》
 

　
井
田
は
県
道
十
七
号
線
を
沼
津

方
面
か
ら
南
下
す
る
と
、
大
瀬
崎

と
戸
田
の
中
間
に
あ
る
、
ミ
カ
ン

と
民
宿
の
村
で
す
。
 

　
透
き
通
る
秋
空
に
冠
雪
富
士
が

輝
く
晩
秋
か
ら
新
春
に
か
け
て
の

ミ
カ
ン
狩
り
や
、
古
墳
周
り
の
小

径
の
散
策
が
お
勧
め
コ
ー
ス
で
す
。

ご
友
人
や
ご
家
族
と
、
十
軒
程
あ

る
民
宿
で
忘
年
会
（
み
か
ん
狩
り

込
み
一
泊
一
万
円
パ
ッ
ク
コ
ー
ス

有
り
）
や
新
年
会
な
ど
で
新
鮮
な

磯
料
理
な
ど
も
お
楽
し
み
下
さ
い
。
 

「
井
田
む
ら
お
こ
し
委
員
会
」
 

〇
九
〇
　
六
三
六
五
　
三
九
七
二
 

（
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会
幹
事
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
野
清
二
）
 

 



戸
田
支
所
だ
よ
り
 

※『井田ライブカメラ』で検索すると、 
　 井田の絶景を見ることができます。 

名
所
・
史
跡
案
内
 

　
〜
井
田
特
集
〜
 

　『
富
士
と
古
墳
と
駿
河
湾
』 

戸
田
 

  

高足ガニとエビカニづくしの磯料理 

                     TEL 0558-94-3333 
フリーダイヤルTEL 0120-04-1260 
ホームページ　http://tokiwaya.info

創業明治参年 味わいの宿 

（3）　第 57 号 第 57 号（2） 平成24年11月号  平成24年11月号 

企業の繁栄と社会貢献 

支部長　中島寿之 
沼津法人会　戸田支部 

食中毒予防の決め手はあなたの手 

支部長　真野雄二 
沼津食品衛生協会 戸田支部 

事務局　沼津市商工会　戸田支所 
　　　　0558-94-2224

〒410-3402　 
沼津市戸田美浜海岸3878-20 
TEL 0558-94-3048（代） 
URL http://www.isaba.co.jp 
 

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｂ
Ｓ
の
特
別
番
組
「
 

二
十
一
世
紀
に
残
し
た
い
日
本
の

自
然
一
〇
〇
景
」
で
、
井
田
の
景

色
は
全
国
三
十
九
万
枚
の
応
募
写

真
の
中
か
ら
選
ば
れ
、
番
組
の
ラ

ス
ト
シ
ー
ン
を
飾
り
ま
し
た
。
 

　
こ
の
日
本
一
の
絶
景
（
※
）
を

何
と
し
て
も
守
り
抜
き
た
い
と
の

想
い
か
ら
、
住
民
（
高
齢
化
が
進

み
人
口
わ
ず
か
八
十
名
）
が
一
丸

と
な
り
、
昨
年
六
月
に
景
観
整
備

と
、
村
の
活
性
化
を
目
ざ
し
「
村

お
こ
し
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
ま

し
た
。
 

む
ら
お
こ
し
計
画
 

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
折
り
紙
つ
き
自
然
景

観
は
、
単
に
沼
津
の
宝
に
止
ま
ら

ず
、
静
岡
の
宝
で
あ
り
、
日
本
の

宝
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
、
周

辺
一
帯
の
環
境
整
備
の
必
要
を
感

じ
、
県
行
政
の
支
援
を
受
け
、
展

望
台
「
煌
き
の
丘
」
と
「
古
墳
」

を
中
心
と
し
た
区
域
に
、
四
季
に

咲
く
花
木
を
植
え
る
な
ど
の
整
備

計
画
を
策
定
し
、
本
年
六
月
改
修

工
事
を
開
始
し
ま
し
た
。
 

秀
峰
富
士
 

　
駿
河
湾
越
し
の
富
士
の
全
貌
を

さ
え
ぎ
る
も
の
は
一
切
無
く
、
背

後
に
南
ア
ル
プ
ス
連
峰
を
従
え
た

雄
大
な
景
観
は
、
太
古
か
ら
変
わ

る
こ
と
の
な
い
超
大
型
の
大
自
然

パ
ノ
ラ
マ
で
す
！
 

松
江
古
墳
群
 

　
一
四
〇
〇
年
前
の
古
墳
時
代
の

人
達
の
ロ
マ
ン
『
駿
河
湾
越
し
に

霊
峰
富
士
を
眺
め
て
眠
り
た
い
！
 

』
と
い
う
夢
の
史
跡
で
す
。
 

　
海
抜
七
十
ｍ
の
高
台
に
、
西
伊

豆
最
大
規
模
を
誇
る
、
二
十
三
基
 

　
十
月
二
十
八
日
、
原
地
区
セ
ン

タ
ー
に
て
第
四
回
ふ
る
さ
と
産
業

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
産

業
祭
は
、
原
・
浮
島
地
区
及
び
戸

田
地
区
の
商
工
業
や
農
産
物
を
広

く
知
っ
て
頂
く
た
め
に
毎
年
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
物
産
品
の
展
示
即

売
を
は
じ
め
、
チ
ビ
っ
こ
も
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
な
ど
、

沼
津
西
部
地
区
を
代
表
す
る
お
祭

り
の
一
つ
に
育
っ
て
き
て
い
ま
す
。
 

　
企
業
紹
介
の
展
示
や
模
擬
店
が

並
び
、
特
に
今
年
は
地
元
の
子
ど

も
が
楽
し
め
る
よ
う
趣
向
を
凝
ら

し
ま
し
た
。
　
 

　
商
工
会
青
年
部
ブ
ー
ス
で
は
射

的
。
建
設
部
会
ブ
ー
ス
で
は
角
材

の
ノ
コ
ギ
リ
早
切
り
競
争
や
重
機

に
触
れ
る
コ
ー
ナ
ー
に
人
気
が
集

ま
り
ま
し
た
。
初
の
試
み
で
あ
っ

た
県
の
地
震
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

起
震
車
の
前
に
長
蛇
の
列
が
で
き

ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
特
産
品
と
し
て
人
気
の

高
い
「
へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
」
や
、

生
茶
葉
を
使
用
し
た
「
茶
む
す
び
 

」
も
地
元
グ
ル
メ
と
し
て
定
着
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

　
ま
だ
回
の
浅
い
お
祭
り
で
す
が
、

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
原
・
浮
島
地

区
と
戸
田
地
区
の
活
力
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
地
域
の
皆
様
と
共
に
ふ
る

さ
と
を
盛
り
上
げ
て
行
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。
 

富士と古墳と駿河湾 富士と古墳と駿河湾 

タカベの群れ タカベの群れ 

晩秋のミカン狩り 晩秋のミカン狩り 

来場者で賑う産業祭 来場者で賑う産業祭 

起震車による地震体験コーナー 起震車による地震体験コーナー 

森町商工会にて 研修会 森町商工会にて 研修会 

アクティー森をバックに記念撮影 アクティー森をバックに記念撮影 

 

　
二
年
後
に
新
東
名
遠
州
森
町
Ｐ

Ａ
に
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
を
設
置
す
る
周
智
郡
森
町
へ
視

察
研
修
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
森

町
役
場
の
建
設
課
、
産
業

課
、
商
工
会
の
三
者
か
ら

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
設
置
へ
の
詳
細
な
説

明
を
伺
い
ま
し
た
。
町
の

盛
衰
を
か
け
、
強
力
な
行

政
主
導
に
よ
り
町
内
に
Ｐ

Ａ
と
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
が
で

き
る
こ
と
に
な
っ
た
と
伺

い
ま
し
た
。
 

　
新
東
名
開
通
後
、
町
内

の
観
光
客
は
三
割
増
し
と

な
り
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
へ
の
期
待
が
か
な
り
高
ま
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
 

　
現
在
の
取
り
組
み
の
中
で
好
評

な
の
が
、
イ
ラ
ス
ト
の
地
図
や
観

光
地
を
周
っ
て
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
で
す
。
地
図
に
は
電
話
番
号
も

あ
り
ナ
ビ
に
も
対
応
し
て
い
ま
し

た
。
 

　
私
の
感
想
と
し
て
、
森
町
は
原

よ
り
か
な
り
田
舎
で
人
が
少
な
く
、

メ
イ
ン
通
り
で
も
昼
時
に
二
〜
三

人
居
る
く
ら
い
の
町
な
の
に
よ
く

予
算
を
取
れ
た
な
〜
っ
て
感
じ
で

す
。
帰
り
の
バ
ス
で
は
大
村
会
長

の
貴
重
な
体
験
話
で
盛
り
上
が
り
、

無
事
に
商
工
会
に
着
き
ま
し
た
。
 

 

 ふ
る
さ
と
 

産
業
祭
レ
ポ
ー
ト
 

観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会
 

視
察
研
修
会
 

ス
ン
ゴ
ウ
 

の
古
墳
群
は
、
横
穴
式
石
室
円
墳

で
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
保
存
さ
れ
て

い
ま
す
。
（
随
時
見
学
可
）
 

井
田
の
海
 

　
井
田
海
岸
の
透
明
度
は
全
国
有

数
で
、
日
本
素
潜
り
選
手
権
も
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
お
魚
と
一
緒
に

泳
げ
る
小
さ
な
浜
は
、
知
ら
れ
ざ

る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ビ
ー
チ
で
す
。

海
水
浴
、
磯
遊
び
、
そ
れ
に
…
 

ダ
イ
ビ
ン
グ
 

　
井
田
の
海
は
、
生
物
が
豊
富
で

浅
場
か
ら
様
々
な
魚
の
群
れ
を
見

る
こ
と
が
で
き
、
秋
〜
冬
に
か
け

て
は
黒
潮
に
乗
っ
て
南
の
海
か
ら

流
れ
着
い
た
、
季
節
回
遊
魚
と
い

う
カ
ラ
フ
ル
な
魚
達
も
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
 

　
ま
た
、
年
間
を
通
じ
透
明
度
は
 

安
定
し
て
お
り
、
そ
の
青
さ
は
井

田
ブ
ル
ー
と
も
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
井
田
の
水
中
世
界
も
覗
い
て

み
て
下
さ
い
。
 

《
ア
ク
セ
ス
》
 

　
井
田
は
県
道
十
七
号
線
を
沼
津

方
面
か
ら
南
下
す
る
と
、
大
瀬
崎

と
戸
田
の
中
間
に
あ
る
、
ミ
カ
ン

と
民
宿
の
村
で
す
。
 

　
透
き
通
る
秋
空
に
冠
雪
富
士
が

輝
く
晩
秋
か
ら
新
春
に
か
け
て
の

ミ
カ
ン
狩
り
や
、
古
墳
周
り
の
小

径
の
散
策
が
お
勧
め
コ
ー
ス
で
す
。

ご
友
人
や
ご
家
族
と
、
十
軒
程
あ

る
民
宿
で
忘
年
会
（
み
か
ん
狩
り

込
み
一
泊
一
万
円
パ
ッ
ク
コ
ー
ス

有
り
）
や
新
年
会
な
ど
で
新
鮮
な

磯
料
理
な
ど
も
お
楽
し
み
下
さ
い
。
 

「
井
田
む
ら
お
こ
し
委
員
会
」
 

〇
九
〇
　
六
三
六
五
　
三
九
七
二
 

（
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会
幹
事
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
野
清
二
）
 

 



　
十
一
月
四
日
、
朝
か
ら
快
晴
の

中
、
第
八
回
戸
田
さ
ん
さ
ん
ま
つ

り
が
戸
田
御
浜
岬
公
園
で
開
か
れ

ま
し
た
。
今
回
は
第
三
十
六
回
東

京
大
学
伊
豆
戸
田
マ
ラ
ソ
ン
と
同

時
開
催
と
い
う
こ
と
で
、
東
京
大

学
関
係
者
、
沼
津
市
民
、
地
元
の

方
々
、
近
隣
市
町
村
か
ら
の
行
楽

客
な
ど
で
、
か
つ
て
な
い
賑
わ
い

を
み
せ
ま
し
た
。
御
浜
岬
公
園
に

は
、
近
隣
地
域
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
の

店
や
地
元
Ｂ
級
グ
ル
メ
の
「
へ
だ

ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
」
の
店
な
ど
三
十
 

団
体
の
店
が
出
店
し
、
い
つ
ま
で

も
長
い
行
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
戸
田
の
希
少
な
地
場
産
品

で
あ
る
橘

の
普
及
を

目
指
す
橘

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
メ
ン

バ
ー
に
よ

る
橘
ジ
ャ

ム
の
試
食

及
び
果
実

の
無
料
配

布
も
行
わ

れ
、
多
く

の
人
達
が

関
心
を
示
し
て
い
ま
し
た
。
 

　
ま
た
恒
例
の
法
人
会
税
金
ク
イ

ズ
や
伊
豆
カ
イ
ザ
ー
シ
ョ
ー
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
多
く
の
親

子
連
れ
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
 

　
東
京
大
学
伊
豆
マ
ラ
ソ
ン
の
表
 

彰
式
に
は
沼
津
市
長
も
出
席
し
、

ま
た
閉
会
式
後
の
餅
投
げ
ま
で
多

く
の
人
達
が
参
加
し
、
最
後
ま
で

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
今
回
は
東
京
大
学
伊
豆
マ
ラ
ソ

ン
と
同
時
開
催
と
い
う
こ
と
で
、

沼
津
市
役
所
、
地
元
企
業
や
団
体

の
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
達

の
協
力
の
も
と
で
最
後
ま
で
事
故

も
な
く
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の

イ
ベ
ン
ト
を
契
機
に
行
政
、
地
元

企
業
、
東
京
大
学
と
よ
り
深
い
連

携
を
築
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
し
た
。
 

 

12月の行事予定 

沼津法人会原支部 
めざします企業の繁栄 
と社会への貢献 

社団 
法人 

12月21日 第4回理事会 
12月28日 事務局仕事納め 

原支所 
12月 5日 東駿河湾環状道路勉強会 
12月16日 帯笑園記念講演会 

戸田支所 
12月 5日 青年部年末懇親会 
 
 

11月4日　第　第3636回 東京大学伊豆戸田東京大学伊豆戸田マラソン大会大会 11月4日　第36回 東京大学伊豆戸田マラソン大会 

静
岡
県
東
部
農
林
事
務
所 

　
　
　
所
長 

石
戸
安
伸 

　
十
月
十
三
日
、
十
四
日
、
富
士

ス
ピ
ー
ド
ウ
ェ
イ
に
お
い
て
Ｆ
Ｕ

Ｉ
Ａ
世
界
耐
久
選
手
権
第
七
戦
「
 

富
士
六
時
間
耐
久
レ
ー
ス
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
国
内
外
か
ら
メ

デ
ィ
ア
五
〇
〇
名
（
う
ち
海
外
約

二
五
〇
名
）
が
来
静
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
こ
の
場
を
借
り
「
ふ
じ

の
く
に
」
静
岡
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま

し
た
。
Ｐ
Ｒ
の
テ
ー
マ
は
「
富
士

山
と
お
茶
」
で
し
た
。
と
い
う
の

も
、
明
治
時
代
に
使
わ
れ
た
「
山

は
富
士
、
お
茶
は
静
岡
、
日
本
一
 

」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
、

今
年
か
ら
本
県
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略

に
も
使
お
う
と
い
う
こ
と
な
の
で

す
。
こ
れ
は
当
初
計
画
に
な
く
、

急
な
話
で
最
初
は
戸
惑
い
ま
し
た

が
、
沼
津
市
商
工
会
の
強
力
な
協

力
を
得
て
成
功
裏
に
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
 

　
レ
ー
ス
前
夜
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
 

パ
ー
テ
ィ
で
は
、
商
工
会
の
 

 （
沼
津
愛
鷹
茶
の
海
外
向
け
新
ブ

ラ
ン
ド
名
）
を
披
露
し
、
県
知
事

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
、
外
国
の

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
方
々
に
テ
ィ
ー

バ
ッ
グ
を
お
配
り
し
た
と
こ
ろ
、

大
好
評
で
し
た
。
 

ま
た
レ
ー
ス
開
催
中
に
は
メ
デ
ィ

ア
ラ
ウ
ン
ジ
で
呈
茶
サ
ー
ビ
ス
も

行
い
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
も
大
変

好
評
で
し
た
。
英
文
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
す
る
な
ど
、
商
工
会
は

世
界
に
発
信
で
き
る
体
制
が
整
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ
の
よ

う
な
海
外
の
方
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
は
大

変
心
強
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

世
界
の
メ
デ
ィ
ア
に
地
元
の
お
茶

を
発
信
で
き
た
こ
と
の
意
義
は
大

き
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
日
本
の
お
茶
は
世
界
に
も
通
用

す
る
誇
れ
る
商
品
だ
と
思
い
ま
す

が
、
本
県
の
輸
出
戦
略
は
ま
だ
ま

だ
発
展
途
上
で
す
。
い
ち
早
く
取

り
組
ま
れ
た
沼
津
市
商
工
会
の
ご

努
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
も
一
層
の
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
 

地
元
沼
津
茶
を
世
界
に
発
信 

沼津市商工会　ホームページアドレス　http://www.numazu-s.or.jp 
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戸
田
さ
ん
さ
ん
ま
つ
り
レ
ポ
ー
ト 

新春講演会と 
　　　  会員交流会のご案内 
　厳しい経済環境が続く中、会員同士の絆を深め、
講演や交流が新たな活動・事業展開につながるよう、
恒例の新春講演会と会員交流会を開催します。 

日 時：平成25年1月18日（金） 
【新春講演会】16：00～17：20 
　会 場：原地区センター2階 
　演 題：大丈夫か、原と戸田の地震・津波対策 
　　　　   ～その時、あなたは 
　　　　　　　　       事業を継続できますか～ 
　講 師：富士常葉大学准教授　阿部郁男氏 
【会員交流会】17：30～19：00 
　会 場：沼津市商工会本所2階 
　会 費：2,000円（講演会のみは会費不要） 

新
会
員
ご
紹
介
 

事
業
所
名 

（
支
所
・
支
部
名
） 

　
代
表
者
名
　
業
種 

す
ぎ
や
ま 

（
原
・
浮
島
） 

　
杉
山
康
二
　
飲
食
業 

Ｎ
ｅ
ｉ
ｌ
ｏ 

（
原
・
東
部
）　 

　
幸
重
大
知
　
美
容
院 

麺
屋  

ほ
っ
田 

（
原
・
原
北
）　 

　
堀
田
成
郎
　
飲
食
業 

ほ
っ
と
り
ら
っ
く
す
整
体 

（
原･

原
北
）

　
吉
澤
公
亮
　
整
体 

Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｏ（
原
・
愛
鷹
） 

　
庄
司
辰
雅
　
自
動
車
整
備
販
売 

Ａ
Ｚ
経
法
会
　
橋
茂 

    

行
政
書
士
事
務
所（
原
・
愛
鷹
） 

　
　
橋
茂
　
行
政
書
士 

デ
ジ
テ
ッ
ク（
原
・
原
北
） 

　
島
田
襄
八
　 

             

電
子
機
器
設
計
製
造 

工
藤
鉄
工
所
（
原
・
東
部
）
　 

　
工
藤
晴
稔
　 

             

建
築
金
物
加
工
取
付 

茶
夢
里
栄
工
房
　
鈴
木
園 

                            

（
原
・
愛
鷹
）

　
鈴
木
敏
久
　
茶
生
産
・
販
売 

小
林
内
装（
原
・
原
北
） 

　
小
林
伸
吾
　
内
装
業
　 

益 

大賑わいの出店 大賑わいの出店 

子どもに人気子どもに人気 伊豆カイザーショー伊豆カイザーショー 子どもに人気 伊豆カイザーショー 

受賞おめでとうございます 
本会の会員さんが下記の賞を受賞されました。 

掛橋 弘 氏（原町印刷（株）） 
　平成24年度「納税表彰 国税庁長官賞」 

後藤 暢弘 氏（テーラー後藤）　 
　平成24年度「現代の名工」　 

ＮＰＯ戸田塩の会 
　第10回「オーライ！ニッポン大賞」　 

山口 純一 氏（富士城） 
　平成24年度「静岡県知事表彰（災害防除功労）」 

 


